
研究開発の成果

高度化と大型化が進むガラスレンズは、完成形近くまで金型でプレス成形するため、金型の高精度化
と加工時間短縮はレンズの精度、生産性の向上に直結する。さらに高熱伝導、高耐久性の次世代
金型材料CVD-SiCで金型を高精度に製造できれば、レンズの品質安定性も向上する。しかし、SiC
は高硬度で従来技術では高精度加工が困難なため、焼結ダイヤモンド製超均整多刃砥石（PCD
ブレード）による高能率研削加工技術を確立し、これら課題を解決した。

■ PCD（焼結ダイヤモンド）製超均整多刃砥石
による高能率研削加工技術

・PCDの特性を生かした超均整多刃砥石を開発・試作
・PCDブレード用機上放電ツルーイング・ドレッシング
技術を開発
■熱伝導、耐久性にすぐれるCVD-SiC金型
の高精度加工
・金型の研削加工形状評価 ：精度PV値0.64µm
・金型の加工時間評価 ：加工時間41％減
・金型で成形するレンズの特性評価：極めて良好
レンズの形状精度PV値0.0953μm、面粗度Ra0.002263μm
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